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北広島市保健福祉計画検討委員会 

第１回 高齢福祉部会 

 

日 時：平成 28 年 2 月 14 日（火）  18 時 30 分～ 

 

場 所：北広島市芸術文化ホール 2階 活動室 3 

 

◇北広島市保健福祉計画検討委員 

出席者：三瓶委員（部会長） 

安孫子委員 

上原委員 

遠藤委員 

島谷委員 

對馬委員 

土田委員 

三木委員 

  

傍聴者：1名 

 

◇事務局 三上高齢者支援課長 

     大坂高齢者支援課主査 

浜山高齢者支援課主査 

荒川高齢者支援課主査 

渡邉高齢者支援課主査 

 

  

《議事概要》 

 

１  開会 

 

２  部会長挨拶 

 

３  協議事項 

議事概要 
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委員：除雪サービスについて平成 29 年度より見直しをして事業を実施するとしていますが、具体的

にはどのような見直しを予定していますか。 

 

事務局：除雪車が残した置き雪の除雪、デイサービスの送迎車が駐車するスペースを確保するために

除雪範囲の見直しを検討しています。また、変更部分についての費用負担についても検討しま

す。 

 

委員：総合事業の住民説明会への参加人数が 141 人となっていますが、市としてはどのような評価を

していますか。 

 

事務局：参加人数からは、ある程度の興味関心を頂いたと考えていますが、地域ごとの参加者数に乖

離があり、地域によっては関心の低い地域もあったと評価しています。 

 

委員：地域密着型サービスについて、小規模多機能型居宅介護事業所 1か所が閉鎖となったと説明を

受けたが、札幌では利用者が増加していると聞いているが、北広島市では使用者が伸び悩んで

いると事業者から聞いているが、今後の施設等整備計画の見直しはしないのか。 

 

事務局：市内 4 圏域に各１か所小規模多機能型居宅介護事業所の整備をすることを計画して、平成

29 年に大曲に 1か所事業所が開設します。 

今後の施設等整備計画としては、新しい施設等の整備をすることには、慎重に検討をする必要

があると考えています。 

 

委員：地域ケア会議に、開催回数に地域によってバラつきがある。地域ケア会議は住民に参加してい

ただいて地域の課題の把握、今後どうしたらいいかを検討、つながりをつくるのに大事な場と

なるので、年間開催回数を決めるなどのルール化はできないのか。 

 

事務局：地域ケア会議の回数人数の均一化につきましては、そこの地域ごとの特色、これまでの経過

を踏まえて担当の高齢者支援センターが中心となって運営をしていることから、むずかしい

ものと考えます。 

 

委員：新規で日常生活支援・総合事業のサービスを利用する方についてはチェックリストではなく認

定申請をしていただくと説明を受けましたが、市民への周知を行っているのでしょうか。 

 

事務局：広報北広島などを利用して、市民への周知を図っていきます。 

 

 

 

 

（19時 10分閉会） 


